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町立学校にエアコン　
を設置
小川小・大河小・東中・西中に、ガス
を熱源とした空調設備を設置。

安心！非常用
電源の確保

農業支援！
機械購入補助

快適！
涼しい教室に

太陽光発電設備・
蓄電池を整備
庁舎・パトリア・竹沢公民館・八和田
公民館の４拠点に災害時の非常用電源
を確保。

農業振興と担い手の　
拡充を支援
枝豆の選別・人参の掘削・小松菜の袋
詰め等の機械設備購入を補助。また、
青年就農給付の実施。

「考え・話し合い・学び
合う学習」の推進
西中・大河小・竹沢小をモデル校に、
思考力・判断力・表現力を効果的に高
める学習法の実践。

小川和紙マラソン大会
の成功
全国から4855人の参加申し込みを受
け、「小川町」「小川和紙」のＰＲに寄
与。町の活性化につながった。

親子クッキング教室の
開催
２日間で30人の参加。幼少期からの
食育の推進に寄与。

認定

地域地域のの活力向上 地方創生活力向上 地方創生
平成27年度 一般会計歳出決算額  90億 5000万円
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相互学習！
３校をモデルに

入  町税の収納率が向上

 （86.7％→87.7％）・

　  特別収納対策室の活躍

入  ホームページ広告掲載料

が増収

　 （28万円→83万円）

出  地域防災計画の改訂・

　  防災マップの作成

出  第５次総合振興計画・

　 都市計画マスタープラン

の策定

出  七夕まつりの成功

出  防災備蓄品の拡充

出  計画的な橋梁点検の実施

出  各種予防接種の実施

出  特定健診受診率が増加傾

向（36％→38.6％）

出  健康長寿サポーター養成

講習の実施

出  生ごみと廃食用油の資源

化（ごみの減量化に寄与、

環境基本計画の推進）

など
おせち料理づくりに

挑戦！
全国ランニング大会100撰

　19年連続入選！

入 歳入　出 歳出　

入 町税の減収

　 （38億8000万円　　

　→37億3000万円）

入 ふるさと納税の取り組み

出 学校生活サポーターが減

員（10人→６人）

出 リニューアルしたホーム

ページの更新・活用

出 旧上野台中の活用

出 町道228号線（254号

バイパス迂回路）未完成

出 学童クラブを運営する保

護者会の負担

出 町立保育園の充実（低年

齢児・潜在的待機児童・

一時的保育事業の受け入

れ体制）

出 働く世代の女性支援がん

検診の受診率

　　（子宮頸がん11.5%

　　 乳がん10.0%）

出  町内産木材の利用促進

   （住宅リフォーム補助４件）

など

　地方創生元年といわれた平成27年度は、「第５次総合振興計画」をはじめ、「小川町まち・ ひと・しごと創生総合戦略」「小川町地域公共交通網形成計画」等、今後の町の展望や行く末を左右

する重要な計画の策定が実施されました。決算規模は、前年度と比べて15億4,700万円 （14.6％）と大幅な減少となりましたが、各種補助金や交付金を得て、的確な財源確保が図られま

した。ここでは、議会が注目・指摘した事業を中心に紹介します。 

PickUP

「小川町まち・ひと・
しごと創生総合戦略」
「小川町地域公共交通
網形成計画」の策定!!

・就学支援助成金（２万5000円）

・いきいきタクシー券事業

・第３子以降の学校給食費を
助成

・多子世帯の保育料軽減事業

・プレミアム付き商品券の発行

・ご当地キャラクターで町お
こし事業（事業完了ができ
ず、成果なし。補助金350
万円を返還）

地方創生
先行型事業

※ ※（○○→○○）は前年度との比較です
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